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<はしがき>

これは、平成16年度から17年度までの2年間にわたって行われた「日歪性幹(ES)細胞で特異的に発現す

る遺伝子群ECATの機官鵠卒明Jの報告書である。研究代表者は本研究の期間中に奈良先端科学技術大学院

大学より京都大学に異動した。研究完封哉及。明究経費は以下の通りである。
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